
 

 第 6分科会 「地域共生社会分野」 

 今日におけるケアマネジメントには 2つの支援軸があります。 

一つは、障がい支援、生活困窮者支援などを含め、かつ地域社会の活性化までも範囲を広げて 

考えていかなければならないことです。 

もう一つは、地域社会の主体者としての被支援者は、孤立を防ぐ手段を賄っておくことです。 

このように、自助、共助、公助を含めた総合的な視点から、皆さんと一緒に地域共生社会を考 

えたいと思います。 

 

キーワード：地域共生、障がい支援、生活困窮者支援、社会貢献、自助、共助、公助など 

 

抄 録 

⑴ 「地域包括支援センターの業務執行整理と求められる力」 

～立ち上げから２年を振り返る～ 

 

⑵ 「通所型サービスＢが地域に普及するために」 

～保険者、事業所双方の調査から～ 

 

⑶ 「地域共生社会における介護支援専門員の役割」 

～高齢化するマンション・自立した住民パワー～ 

 

⑷ 「介護離職ゼロを目指して」～アンケートからみられる家族の介護離職の現状～ 

 

⑸ 「堺市西区地域における認定率推移と居宅介護支援事業所の受託意識と今後の考察」 

 

⑹ 「事例検討会を通して地域の介護支援専門員実践を支援する」 

～介護支援専門員が８０５０問題に対してできること～ 

 

⑺ 「専門職のマインドチェンジに向けた実践」 

～交野市の新たな可能性を生み出す多職種協働らぼ～ 

 

⑻ 「介護保険サービスと障がい福祉サービスの併給について」 

～事例から見えてくる問題点～ 

 

⑼ 「食支援とはその人らしさを支援すること 地域に必要な食支援とは」 

 

⑽ 「ケアマネジャーのネットワークから地域への小さな発信」 



 

 

地域包括ᨭ援センターのᴗ務ᩚ⌮とồめられる力 

㹼❧ち上げから㸰年を振り㏉る㹼 

大㜰府  八尾市地域包括ᨭ援センター 久宝寺愛の㒓  

○ ⟶⌮⪅・主任介ㆤᨭ援専㛛員・♫会⚟♴士     㭯 健二 

   主任介ㆤᨭ援専㛛員  ⚟原 㝯子    保健師  ⃝⏣ ἲ子 

 
【 はじめに 】  
 八尾市では、平成㸰㸷年㸲᭶にひとつの中学

ᰯ区に㸯か所ごとの地域包括ᨭ援センタータ

⨨を┠指して、ᰯ 区ᩚ⌮と地域包括ᨭ援センタ

ーの増タを図った。᪂タセンターの❧ち上げか

ら㸰年を振り㏉り、地域包括ᨭ援センターのᴗ

務や❧ち位⨨について学びがあったので報告

する。  
 
【 倫⌮ⓗ㓄慮 】 
 個人を≉定できる内容ではない。 
 
【 取り⤌み 】  
ᰯ区ᩚ⌮のもと、᪤存の地域包括ᨭ援センタ

ーより久宝寺地区を引き⥅ぐ形でᴗ務㛤始と

なった。同ἲ人は≉別㣴ㆤ⪁人ホームを平成㸰

㸴年より㛤タ、グループ⣔列の⥲合⑓㝔が㛗年

㐠営してきた土地で、地域にᮃまれて㛤タした

᪋タであった。 
 地域ά動に㛵しては、᪤存地域包括ᨭ援セン

ターと一⥴に参加することで、スムーズに⛣⾜

することができた。その内容は、地域で㛤催さ

れているひとりᬽらしの⤥㣗サービスやᶵ⬟

回復カ⦎ᩍ室に参加し、⾑圧 定や健康┦ㄯ、

㐠営サポートを実᪋する。地域包括ᨭ援センタ

ーで㛤催している介ㆤ予㜵ᩍ室➼の㛤催を᱌

内し、地域包括ᨭ援センターの名⛠やά動内

容、スタッフの㢦をぬえてもらうά動を実᪋す

る。地域拠Ⅼであるコミュニティーセンターで

の地域住Ẹ向けのコミセン⚍り➼に参加して、

幅広い啓Ⓨά動や㢦を▱ってもらうά動を地

㐨に⾜う。  
 せᨭ援⪅の担当に㛵しては、一᫬ⓗに市㐠営

の┤営地域包括ᨭ援センターが原᱌委ク先と

して半年㛫担当して、半年後に一括してᮏセン

ターに⛣⾜を実᪋した。平成㸰㸷年㸯㸮᭶に㸯

㸳㸱件のせᨭ援プランが一括⛣⾜することに

なった。契⣙᭩からィ⏬➼の☜ㄆを実᪋し、利

⏝⪅や家᪘、地域の介ㆤᨭ援専㛛員と地域包括

ᨭ援センターにとって、㠀常に▷ᮇ㛫での事務

処⌮が⭾大になった。 
 ┦ㄯケースに㛵しては、㸯㸳件⛬度の困㞴事

例を᪤存地域包括ᨭ援センターより᭩㠃と口

㢌で引き⥅ぎ、ᴗ務していく中で、情報の共᭷

や再┦ㄯしていくこととなった。┦ㄯ件ᩘは、

平成㸰㸷年㸲᭶は㸲㸵件だったのに対して、同

年㸯㸮᭶は㸯㸷㸯件と⣙㸲倍となった。主な┦

ㄯ⤒㊰は介ㆤᨭ援専㛛員であり、┦ㄯ内容は介

ㆤ予㜵サービスであった。 
 

【 ⪃ 察 】  
 㛗年にΏって、地域ά動してきた⥲合⑓㝔の

実⦼は大きく、同グループということで、地域

からの受け入れは㠀常にⰋかった。᭱ 初の印㇟

は、大きな㞀壁であり、スムーズに⛣⾜するた

めの大きなせ因である。 
地域ά動の㐠営側の人ᮦ☜保やά動をᨭえ

ていくことがㄢ㢟である。地域包括ᨭ援センタ

ーとしてもά動をᨭえていきたいが、㸱名体制

での㐠営では、十分なά動ᨭ援ができていない

のが⌧≧である。地域全体のㄢ㢟であるが、ά

動の在り᪉や㐠営をᨭえる人ᮦⓎ掘の᪉⟇の

᳨ウが必せである。 
 せᨭ援⪅プランの一括⛣⾜は、件ᩘⓗに㠀常

に大きな㈇担であった。利⏝⪅や委クされる介

ㆤᨭ援専㛛員にとっても、㠀常に乱㞧で大きな

ᴗ務㈇担になった。⛣⾜᫬ᮇの分ᩓは必㡲で、

今後の⛣⾜᪉ἲのㄢ㢟である。また、介ㆤᨭ援

専㛛員との㐃携も㐠営や地域ㄢ㢟をゎỴして

いく上で㔜せなせ⣲である。介ㆤᨭ援専㛛員と

地域包括ᨭ援センターで一⥴にケースを⪃え

るᶵ会が少ない。共同での事例᳨ウ会➼は᭷効

なᶵ会☜保になる。 
 ㄆ▱⑕サポーターㅮ座に加えて、Ἑ内㡢㢌健

康体᧯の❧ち上げᨭ援やおさらい᭶㛫、ㄆ▱⑕

初ᮇ㞟中ᨭ援チームの❆口やゼ問介ㆤの上㝈

を㉸えるケースの⮬❧ᨭ援会㆟への参加➼、ᴗ

務の拡大はṆまることがない。加えて、᪤存の



 

 

介ㆤ予㜵・家᪘介ㆤᩍ室の㛤催や実態把握での

ゼ問、徘徊㧗㱋⪅家᪘ᨭ援事ᴗの取り⤌み➼の

ᴗ務は⥅⥆して実᪋することが必せである。  
 ┦ㄯケースに㛵しては、採⏝しているパソコ

ンシステムが共᭷化していないので、⣬媒体で

の作ᴗであった。▷いᮇ㛫での引き⥅ぎ作ᴗで

は㝈⏺があり、センター㛤始後に再┦ㄯしてい

くことが多くあった。利⏝⪅の台帳作成も᭱初

からの作ᴗであり、ᴗ務㈇担が大きかった。市

全体地域包括ᨭ援センターでの、システム共᭷

化が᭷効だと⪃える。 
 
【 まとめ 】  
 今後、どこの地域でも少子㧗㱋化は㐍むこと

はデータⓗにも㢧ⴭである。㧗㱋化とともにㄆ

▱⑕㧗㱋⪅やせ介ㆤ㧗㱋⪅の増加も予 され

る。地域包括ᨭ援センターの役割が、増大する

ことも᫂ⓑであり、効⋡ⓗかつ᭷効にᶵ⬟強化

を図るためには、」ᩘのㄢ㢟ᩚ⌮が必せであ

る。以下の三つのⅬを提᱌する。  
 一つ┠は、せᨭ援の担当を地域の介ㆤᨭ援専

㛛員に全㠃ⓗに実᪋してもらい、介ㆤᨭ援専㛛

員と地域包括ᨭ援センター双᪉の㈇担㍍ῶを

図ることが᭷効だと⪃える。居宅介ㆤᨭ援事ᴗ

所の⤒営を⪃慮すると、⌧≧のせᨭ援プランᩱ

では⤒営ⓗに㞴しく、単価を介ㆤプランᩱに㏆

づけることが必せである。地域の介ㆤᨭ援専㛛

員と地域包括ᨭ援センターが、せᨭ援プランで

はなく、困㞴事例や事例᳨ウ➼で㛵係性を持つ

ことで、より対➼でお互いが切☩⌶☻できる㛵

係作りに⧅がると⪃える。 
 二つ┠は、同市でも地域≉性は␗なり、地域

に応じたᴗ務を効⋡ⓗに実᪋していくことが

᭷効である。ㄆ▱⑕対⟇➼の市全体で取り⤌む

内容と、個別の地域ㄢ㢟を地域ごとに取り⤌む

内容の㑅別が必せである。地域ごとに取り⤌む

ためには、地域をより▱る力が必せである。地

域ά動に✚ᴟⓗに参加して、地域と地域包括ᨭ

援センターが、お互いに役割や⬟力を▱ること

で、より地域ㄢ㢟に一⥴に取り⤌むことができ

ると⪃える。 
 三つ┠は、人ᮦⓎ掘は地域と地域包括ᨭ援セ

ンターともに喫⥭のㄢ㢟である。地域は、全体

ⓗなά動を㏻してボランティアに強く依存し

ているので、᭷償化➼の対⟇が必せである。地

域包括ᨭ援センターの㸱⫋✀☜保もㄢ㢟であ

る。⚟♴人ᮦは、地域包括ᨭ援センターだけの

ㄢ㢟ではなく、ἲ人全体で㈨᱁取得に向けたᨭ

援➼の対⟇が᭷効である。人が人を⫱てる⎔境

作りが必せであり、よりⰋい人ᮦ⫱成を㏻し

て、地域力や地域包括ᨭ援センターの力は増大

していくと⪃える。 
᫖今、㸿㹇の⬟力がὀ┠されて、将᮶ⓗに㸿

㹇が担う㒊分が増える♫会が待っている。しか

し、人の力が必せな㒊分は必ずṧり、対人援助

を中心に人の力こそ地域包括ᨭ援センターに

ồめられる力ではないかと⪃える。┠先のᴗ務

を丁寧に⾜いつつ、ᩘ 年後先をぢ㉺したᨻ⟇提

ゝのどⅬを持ちつつ、センター㐠営をしていき

たい。     
             



「㏻所型サービス㹀が地域に普及するために」 

㹼保㝤⪅、事業所双方のㄪ査から㹼 

 
大㜰府 ケアプランセンターブドウ 主任介ㆤ支援専㛛員  ○㔛中 ⨾㒔子 橋本 㡰子  

大㜰府 ケアプランセンターつむぎ㛛真 主任介ㆤ支援専㛛員 古正 由⨾ 

 
【目 的】 

㸿市および㸿市の㏆㞄㸴市における㏻所型サ

ービス㹀の実施状況についてㄪ査し、㏻所型サー

ビス㹀が普及するためのㄢ㢟を⪃察する。 

 

【はじめに】 

㏻所型サービス㹀は、平成 29 年に日常生活支

援⥲合事業が㛤始されたことに伴い創タされた。

公益㈈団法人㛗寿⛉学振⯆㈈団は、㏻所型サービ

ス㹀は、「ボランティア主体㸦住民主体㸧で、㏻い

の場をタけ、体操、㐠動➼の活動➼を⾜うサービ

スである。住民主体によるせ支援⪅を中心とする

⮬主的な㏻いの場づくりとして、体操、㐠動➼の

活動、㊃味活動➼を㏻じた日中の居場所づくり、

定期的な交流会、サロン、会㣗➼が事業内容。」と

定⩏している。㸯㸧 

㸿市において、日常生活支援⥲合事業が㛤始し

て 1年半⤒㐣した今でも、㏻所型サービス㹀は他

の㏻所型サービスと比㍑すると、全くといってい

いほど普及していないのが現状である。 

 

【倫理的㓄慮】 

今回の研✲発⾲にあたっては、研✲の主旨、個

人や地名が特定されることがないよう㓄慮する

旨をㄪ査対㇟⪅にㄝ明し、同意を得ている。 

 

【方 法】 

以下の方法で、ㄪ査を⾜った 

㸯㸧保㝤⪅への⪺き取り 

㸿市および㏆㞄の㸴市のホームページで、㏻所型

サービス㹀 に㛵する情報を収㞟した。収㞟した

内容を基に、㏻所型サービス㹀の実施状況、事業

所数、実施主体、助成㢠➼について、各市介ㆤ保

㝤担当㒊⨫で⪺き取りを⾜った。 

㸰㸧事業所での事業内容の⪺き取り 

実㝿に㏻所型サービス㹀を実施している事業所

をゼ問し、実施状況、事業内容、利用⪅数、利用

料、㈈源、介ㆤ予㜵ケアマネジメントの✀㢮、

事業を⾜った効果➼について⪺きとった。 

 

【⤖ 果】 

事業所のㄪ査においては、㏻所型サービス㹀は

単なる㧗㱋⪅の居場所としてではなく、心㌟機⬟

の⥔持や仲㛫作りだけでなく、住民が互助活動を

⾜うことで、介ㆤ保㝤の歳出を抑えられているこ

とが明らかになった。また、生活上の問㢟を早期

に発ぢし、必せな機㛵に⧅ぐことができるという

点で、㠀常に有用な社会㈨源であると思われる。 

しかし、㏻所型サービス㹀を実施している事業

所が㸿市および㏆㞄㸴市で数事業所しかないとい

う⤖果がㄪ査により明らかになった。 

 

【⪃察】 

㏻所型サービス㹀が普及しない原因としては、

主体㸦担い手㸧不㊊が挙げられる。 

担い手不㊊の因子としては、①㈈源不㊊㸦助成

㔠のみでは、事業の㐠営ができない㸧、②ボランテ

ィアとしての業務がⲴ㔜である㸦事故対⟇、守⛎

⩏務、担当⪅会㆟への参加㸧が⪃えられる。 

 今後、介ㆤ予㜵や相互扶助の機⬟を果たす社会

㈨源として㏻所型サービス㹀が普及していくため

には、①事業が㐠営できる㈈源の確保、②ボラン

ティア⫱成㐣⛬の充実、が必せであると⪃える。 

 
【引用】 

㸯㸧公益㈈団法人㛗寿⛉学振⯆㈈団ホームページ 

https://www.tyojyu.or.jp/net/kaigo-

seido/chiiki-shien/houmon-kaigo-yobou.html 
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地域共⏕♫会における介ㆤᨭ᥼専㛛員のᙺ割 

㹼㧗㱋化するマンション・⮬❧した住Ẹパワー㹼 

 

大㜰ᗓ ケアプランセンターすずらん 主任介ㆤᨭ᥼専㛛員 

小北 ⋢子 

 

┠ ⓗ 

᪥ᮏ♫会は㧗㱋化⋡が上᪼していく中で、そ

れぞれの᫬代にᚲせな対ᛂを㐍めてきた。2000

ᖺに創タされた介ㆤ保㝤制ᗘにおいては、2006

ᖺには地域密╔型サービスがㄌ⏕し、2015ᖺに

は᪂・⥲合事ᴗがスタートし地域包ᣓケアシス

テムをᥦ♧してきた。᫬代とともに制ᗘが変化

する中、⚾たち介ㆤᨭ᥼専㛛員にồめられるᙺ

割もまた変化している。今ᚋ、㉸㧗㱋化の㐍展

と人ᮦ不㊊が㢧ⴭとなる᫬代において、介ㆤᨭ

᥼専㛛員にồめられるᙺ割について⪃えたい。 

 

᪉ ἲ 

2016ᖺ 5᭶よりᙜ事ᴗᡤは、㞄᥋区の⠏ 40

ᖺ分ㆡマンション 200ᡞ「Aコーポ」の住Ẹで

ᵓᡂされている「Aクラブ」のά動の 1つであ

る、᭶ 1回の「セルフ喫Ⲕ」㸦13᫬ 30分㹼16

᫬㸧での介ㆤ┦ㄯを依㢗され、ẖ᭶の参加を⾜

っている。きっかけは、「Aクラブ」の世ヰ人 B

さんから、「⑓Ẽで㞀がいを㈇っても、介ㆤがᚲ

せになっても、ㄆ▱⑕になっても、住み័れた

家で㐣ごしたい。それをマンション全体で可⬟

としたい」との依㢗であった。そのᛮいが多⫋

✀の㐃ᦠへとᗈがり、⮬助・共助・協働の地域

を作り上げようとしている。そのά動を⤂介す

る。 

 

⤖ ᯝ 

「Aクラブ」は⮬἞会の⪁人会ではなく⮬主

ⓗに作ったグループである。⏫会ᙺ員の㧗㱋化

により㈇ᢸが大きくなり、ẖᖺ夏のᜏ例⾜事だ

った「BEER PARTY」が中Ṇとなったことか

ら、2011ᖺにⓎ㊊、その⩣ᖺから「一品ᣢち寄

り PARTY」が㛤催された。名前の㏻り参加⪅

が 1品をᣢち寄り、㣧み≀は㏆ᡤの㓇屋にビー

ルジョッキ 1ᮼ 300円で依㢗し᮶てもらってい

る。そのᚋ、「Aクラブ」はマンション㞟会ᡤを

使⏝して、ᵝ々なά動を展㛤していくことにな

る。 

「ㄆ▱⑕」に㛵しては、保健ᡤに┦ㄯし 2012

ᖺから㧗㱋⪅⏝の㞟団ㄆ▱ᶵ⬟᳨ᰝファイブコ

ブを㞟会ᡤでᖺ 1回⾜っている。ḟᖺᗘからは

ファイブコブを⾜ったᚋに、個別で保健ᖌから

᫖ᖺとの㐪いと᪥ᖖ⏕άにおける助ゝを⾜って

いる。 

「㐠動」に㛵しては、㏆㞄の公❧㧗ᰯで地域住

Ẹ向けに㛤催されていた体᧯ᩍ室に参加してい

た世ヰ人が、⮬分たちの㞟会ᡤでできないかと

2014ᖺからスポーツトレーナーに依㢗し᭶ 2

回 1回 500円/人でスタートした。今では参加⪅

が増え 2㒊制となり、᭶ 2回ᮌ᭙ 10᫬㹼11᫬

と 11᫬㹼12᫬に各 15名、合ィ 30名の参加が

ある。 

「住Ẹどうしのつながり」では、2012ᖺから「セ

ルフ喫Ⲕ」を㛤催。ẖ᭶➨ 3ᮌ᭙ 13᫬ 30分㹼

16᫬。コーヒー1ᮼ 50円。おしゃべりをᴦし

む人、将Ღやマージャンをする人、困りごとに

ついて┦ㄯに᮶る人とᵝ々である。介ㆤ┦ㄯで

は、介ㆤ保㝤制ᗘだけでなく、㧗㱋・㞀がい制

ᗘや᪋⟇について⌮ゎするところから始まり医

⒪や多⫋✀との㐃ᦠのᚲせᛶ、さらに地域包ᣓ

ケアシステムにおよぶまでの⌮ゎをᚓ、2018

ᖺ 5᭶から介ㆤ┦ㄯとは別に、2か᭶に 1回、

᪥᭙ 10᫬㹼11᫬ 30分「ᴦしい在宅医⒪勉ᙉ

会」がスタートした。世ヰ人 Bさんを含む住Ẹ

5名が中ᚰとなり、▱りたいことをテーマとし、

ㅮᖌをỴ定する。ケアマネジャー、医ᖌ、┳ㆤ

ᖌ♫会⚟♴協㆟会の⏕άᨭ᥼コーディネーター、

そこに住んでいる大学のᩍᤵが専㛛⫋として加

わっているが、住Ẹの力で企⏬㐠営し、専㛛⫋

は⬥ᙺにᚭし、住Ẹの主体ᛶを☜保している。 

 

○「ᴦしい在宅医⒪勉ᙉ会」について 

➨ 1回 H30ᖺ 5᭶ 27᪥  参加⪅ 25名 

「これからの地域医⒪・在宅医⒪」 

ㅮᖌ㸸医ᖌ 

➨ 2回 H30ᖺ 7᭶ 8᪥  参加⪅ 22名 

「⑓㝔のかかり᪉、医ᖌとのつきあい᪉は」 

ㅮᖌ㸸医ᖌ・⏕άᨭ᥼コーディネーター 

    ケアマネジャー      

➨ 3回 H30ᖺ 10᭶ 14᪥ 参加⪅ 23名 

「介ㆤがᚲせになった᫬、あなたはどうします



か㸽」 

ㅮᖌ㸸ケアマネジャー 

➨ 4回 H31ᖺ 1᭶ 27᪥  参加⪅ 14名 

「ㄆ▱⑕㸽ものᛀれ㸽と᪥ᖖ⏕άの困りごと」 

ㅮᖌ㸸NPOἲ人 C市の㧗㱋♫会をよくする

会          

の⌮事、医ᖌ、⏕άᨭ᥼コーディネーター     

➨ 5回 H31ᖺ 3᭶ 24᪥  参加⪅ 25名 

「ㄆ▱⑕て、どんな⑓Ẽ㸽㸫LEGOでㄆ▱⑕を

学ぶ」  

ㅮᖌ㸸医ᖌ 

➨ 6回 R 1ᖺ 6᭶ 26᪥  参加⪅ 34名 

「⮬宅でも大丈夫㸫がんと⦆和ケアの実㝿」 

「先㍮から学ぶ‐家᪘を┳取った体㦂から」 

ㅮᖌ㸸医ᖌ、マンション住Ẹの Dさん 

➨ 7回 R1ᖺ 9᭶ 22᪥  参加⪅ 27名 

「在宅ホスピス㸫住み័れた⮬宅で᭱ᚋまで」 

ㅮᖌ㸸E市グᛕ㈈団の⌮事㛗、┳ㆤᖌ    

➨ 8回 R1ᖺ 11᭶ 10᪥  参加⪅ 29名 

「シニアのための㈓➽トレーニング」     

ㅮᖌ㸸元公❧㧗ᰯ体⫱⛉㤳ᖍᩍㅍのスポーツ

トレーナー 

 

さらに「ᴦしい在宅医⒪勉ᙉ会」からὴ⏕して

マンション内でお互いの㈇ᢸが↓く助け合える

ように、1回 1コイン㸦100円㹼㸧と、あえて

少㢠でも「᭷償」にした「᭷償ボランティア」

の仕⤌み作りが㐍められている。⌧在のところ、

㟁⌫交᥮、包丁◊ぎ、ビン・⨁㛤け、⮬㌿㌴の

パンク修⌮・ᩓṌの付きῧい、安否☜ㄆ、その

他可⬟な⠊囲で┦ㄯにᛂじるとしている。ボラ

ンティアも 8名から 22名と、どんどん増えて

いる。 

また、㞀がいをもった人も㞟会ᡤなら参加しや

すいだろうと、区在住のḷᡭの᪉に依㢗し、᭶

2回「コーラス A」が今ᖺ 9᭶Ⓨ㊊。᭶ 2回、

参加㈝᭶ 1000円/人でスタートし、ẖ回 30人

の参加がある。 

今ᖺ 10᭶に住Ẹの声を受け㛤催された、ボラ

ンティアによる「初めてのスマホᩍ室」では、

30ṓ代の夫婦の参加もあった。 

㞟会ᡤを利⏝してのいろいろなά動の中で、共

㏻のヰ㢟が増え、住Ẹ同士のコミュニケーショ

ンがάⓎになっている。⏨ᛶ一人ᬽらしの᪉が

増えてきているが、将Ღや㯞㞛、㣧み会➼の交

ὶが῝まっている。 

 

⪃ 察 

困りごとを┦ㄯしていた受け㌟であった地域住

Ẹが、⮬ら何を学びたいのかをᥦ᱌し、専㛛⫋

を巻き㎸み、学び、参加と協働のサイクルをᵓ

⠏しつつある、この「Aコーポ」の取り⤌みは

地域に住む個人のニードの充㊊のみならず、地

域全体のウェルビーイングを㧗めているとゝえ

る。 

少子化が㐍み、小人ᩘ世ᖏ・㧗㱋⪅単㌟世ᖏが

増加し、またマンションなどの㞟合住宅も増加

するなど、♫会の変化ととともに、人々のᬽら

しや働き᪉、価値ほは多ᵝ化している。介ㆤ保

㝤のケアマネジメントという位⨨づけであった

介ㆤᨭ᥼専㛛員も、その⎔境変化にᛂじて変化

することがồめられている。ᖹ岡㸯㸧は地域コミ

ュニティはソーシャルポリシーとソーシャルワ

ークが出会う場であり、♫会⚟♴の᭱前⥺であ

ると㏙べている。その᭱前⥺に㛵わることも介

ㆤ保㝤᪋⾜ 20ᖺを⤒て、介ㆤᨭ᥼専㛛員にồ

められる᪂たなᙺ割ではないかと⪃える。主体

であるᮏ人・地域に大きな価値が⏕み出される

ことで、介ㆤᨭ᥼専㛛員の価値も向上する。 

また、ウェンガー、マクダーモット、スナイダ

ー㸰㸧は、あるテーマに㛵する㛵ᚰや問㢟、⇕ព

などを共᭷し、その分㔝における▱㆑やᢏ⬟を、

ᣢ⥆ⓗな┦互作⏝を㏻じて῝めていく人々の㞟

団を「コミュニティ・オブ・プラクティス(実㊶

コミュニティ)」と呼んでいる。「Aコーポ」の

取り⤌みは、この「実㊶コミュニティ」とゝえ

る。「実㊶コミュニティ」を⫱ᡂすることも、⚾

㐩、介ㆤᨭ᥼専㛛員にồめられているのではな

いだろうか。 

 

 

 

㸦ᘬ⏝・参⪃ᩥ⊩㸧 

三⳻ UFJリサーチ㸤コンサルティング㸸ᖹᡂ 

30 ᖺᗘ 厚⏕労働┬⪁人保健事ᴗ᥎㐍㈝➼⿵

助㔠 ⪁人保健健ᗣ増㐍➼事ᴗ 地域包ᣓケアシ

ステムの῝化・᥎㐍に向けた制ᗘやサービスに

ついてのㄪᰝ◊✲.報告᭩「2040ᖺ㸸多元ⓗ♫

会における地域包ᣓケアシステム」 

https://www.murc.jp/wp-content/uploads/ 

2019/04/koukai_190410_17.pdf㸦令和 1ᖺ 10

᭶㜀ぴ㸧 

 

1㸧ᖹ岡公一・ᮡ㔝᫛博・ᡤ㐨ᙪ・㙠┠┿人(2011)

『♫会⚟♴学』᭷ᩫ㛶 

 

2㸧エティエンヌ・ウェンガー, リチャード・マ

クダーモット, ウィリアム・M・スナイダー

㸦2002㸧『コミュニティ・オブ・プラクティス : 

ナレッジ♫会の᪂たな▱㆑ᙧែの実㊶』⩧Ὃ♫ 

https://www.murc.jp/wp-content/uploads/


介ㆤ㞳⫋ゼロを┠指して 
㹼アンケートからみられる家族の介ㆤ㞳⫋の⌧≧㹼 

 
大㜰府  医⒪ἲ人はぁとふる 介ㆤサービスセンターはぁとふる  主任介ㆤ支援専㛛員 

 
 〇 ᯘ惠⨾子  㐲⸨千㭯  前中久⨾子 

 

【はじめに】 
㸰㸮㸯㸲年労働ㄪᰝ会の佐⸨、▮島は、「仕事と

介ㆤの両❧のⅭの取り⤌みを、ᮏ人、企ᴗ、♫

会のあらゆるレベルでスタートさせることが必

せ」と㏙べている。 
【┠ⓗ】 
少子㧗㱋化が㐍むなか、家族介ㆤ⪅の介ㆤ㞳

⫋が年㛫㸯㸮万人とⓎ⾲されている。家族介ㆤ

⪅の㞳⫋は、⤒῭ⓗな㈇担の増加や、♫会参加

のᶵ会がῶ少し、㸶㸮㸳㸮問㢟のせ因の一つと

もゝわれている。国の対⟇として、介ㆤを⾜う

労働⪅が利⏝できる制度や⤥付はあるが、利⏝

⋡が低く、利⏝せずに㞳⫋する人が多いとゝわ

れている。そこで、わたしたちは家族介ㆤ⪅が

㞳⫋すること↓く、仕事と介ㆤを⥆けていくた

めに、家族介ㆤ⪅にどのᵝなニーズがあるかを

ㄪべた。その⤖ᯝを分ᯒし在宅のケアマネジャ

ーとして今後できることを明らかにする。 
【方ἲ】 
アンケートㄪᰝ 
⮬宅ゼ問時に担当ケアマネジャーから手Ώし、

㒑㏦にて回収した。 
ㄪᰝ期㛫は㸰㸮㸯㸷年㸶月㸯日から㸷月㸱㸮日

アンケート対㇟⪅は㸰㸮㸯㸷年㸵月に当事ᴗ所

の居宅介ㆤ支援を利⏝した利⏝⪅と家族の 189
件である。 
倫⌮ⓗ㓄慮 
個人が≉定される事が↓いように↓グ名とし、

アンケート依㢗文にアンケート⤖ᯝを◊✲Ⓨ⾲

に使⏝することをグ㍕し同意を得る。 
【⤖ᯝ】 
アンケート回収⋡ 69.3㸣㸦189件中 131件㸧
①家族介ㆤ⪅の就労割合 就労 42㸣 
㠀就労 48.9㸣 介ㆤのために㞳⫋ 4.6㸣 

⮬⏤グ㍕で、就労している家族から「⥅⥆して

就労出᮶るように支援してほしい」とグ㍕あり。 
②介ㆤ休暇などの制度利⏝について 
利⏝が 3.6㸣 ᮍ利⏝が 81.8㸣       

わからないが 10.9㸣であった。 
⮬⏤グ㍕で「制度があっても▱らなかったり、

形㧁化している」とグ㍕あり。 
③制度利⏝のために必せなこと 」数回⟅あり。

制度の周▱が 34.4㸣           

手⥆きの⡆⣲化が 21.5㸣 ⫋場⌮ゎが 40.9㸣 

⮬⏤グ㍕にて「一㒊の人が、あまりいい㢦をし

ないこともあるので、♫会全体でㄆめられるよ

うになってほしい」とグ㍕あり。 
④就労しながら介ㆤを⥆けるためにケアマネジ

ャーにồめること 」数回⟅あり。 
ᮏ人の介ㆤ≧態の改善 23.9㸣 
サービス利⏝のしやすさ 34.1㸣 
介ㆤ休暇などの制度の情報提供 34.1㸣 
⮬⏤グ㍕で「今は㞳⫋せずに⏕ά出᮶ているが、

介ㆤをしながらṇつの仕事をこなすことはスト

レスもたまり㞴しいです。そして⫋場の㞺囲Ẽ

もẼになります。ケアマネさんや周りの人々の

助けで働けることを感じています」とグ㍕あり。

【⪃察】 
①家族介ㆤ⪅の就労割合については、就労しな

がら介ㆤを⾜う方が半数㏆くおられ、事前に担

当ケアマネジャーが把握していた数と一⮴して

いた。今後、介ㆤ⪅が安心して在宅介ㆤを⥅⥆

できるための支援が必せである。 
介ㆤのために㞳⫋した 4.6㸣㸦6件㸧の家族にも、
今後、再就労を希望している方がいないか☜ㄆ

が必せである。 
②制度利⏝⋡について 
2012年の就ᴗᵓ㐀基ᮏㄪᰝでは介ㆤ休ᴗἲの
利⏝⋡は 15.7㸣で今回のㄪᰝでは 3.6㸣と低く、
制度についての⌮ゎや利⏝を促㐍するような支

援が必せである。 
③ 制度利⏝について必せなこと 
2012年の厚⏕労働┬の委クㄪᰝによると、今後
5年以内に家族に介ㆤが必せになると⪃える人
が 40㸣いる。この事から、家族に介ㆤが始まる
早い時期から⫋場で介ㆤについての┦ㄯを⾜い

⌮ゎを得るように助ゝが必せである。また、♫

会全体で家族の㞳⫋を㜵ぐために制度の利⏝や

┦互の協力が必せと提ゝし、家族やケアマネジ

ャーなど⮬らも制度利⏝しやすい⫋場⎔境を作



っていく。                

④ 介ㆤを⥆けるためにケアマネジャーにồめ

る事については、介ㆤ休暇などの制度の利⏝が

しやすいように、事ᴗ所内で⫱児・介ㆤ休ᴗἲ

➼についての勉強会を⾜い、利⏝⪅家族向けに

パンフレットを作成し情報提供を⾜う。   

【⤖ㄽ】 
在宅⏕άを⥅⥆していく上で家族の存在は㔜せ

である。安定して就労や介ㆤを⥆けていくため

に、一㒊企ᴗでは♫内での┦ㄯᶵ⬟として「⏘

ᴗケマネ」のタ⨨を᳨ウしている動きもある。

そして、わたしたち在宅のケアマネジャーはᮏ

人、家族の㌟㏆な┦ㄯ先として、ᮏ人、家族が

安心して暮らせるように、寄りῧい、共にᮏ人

の望む暮らしを支えていきたい。 
【ㄢ㢟】 
労働政⟇◊✲・◊修ᶵᵓのụ⏣は「介ㆤが㛗期

化した場合、その全期㛫を在宅で対応しながら

仕事を⥆ける事は容易ではない。⌧≧では、在

宅介ㆤから施タ介ㆤへの⛣⾜によって就ᴗ⥅⥆

困㞴を回㑊していることがㄪᰝからうかがえる。

しかしながら、更なる㧗㱋人口の増加にともな

うせ介ㆤ⪅の増加が予想される今後、これまで

と同じように施タ介ㆤを利⏝できるとは㝈らな

い。在宅での介ㆤを基ᮏとしつつ仕事と介ㆤの

両❧を可⬟にする支援のありかたについて᳨ウ

を㔜ねる必せがある。」と㏙べている。このよう

なㄢ㢟に対応出᮶るように地域包括ケアの実⌧

に向けて役割をᯝたしていく必せがある。 
 
【引⏝、参⪃文⊩】 
・労働政⟇◊✲・◊修ᶵᵓ  
「仕事と介ㆤの両❧に㛵するㄪᰝ」 
・三⳻㹓㹄㹈リサーチ㸤コンサルティングᰴ式

会♫  
「仕事と介ㆤの両❧に㛵する労働⪅アンケー

トㄪᰝ」 
・厚⏕労働┬「改ṇ⫱児・介ㆤ休ᴗἲ参⪃㈨料

㞟 ⥲務┬平成 24年度就ᴗᵓ㐀基ᮏㄪᰝ」 
・「介ㆤ㞳⫋から♫員を守る」         

佐⸨博ᶞ ▮島ὒ子 2014年 11月 労働ㄪ

ᰝ会 
 



堺市す区地域におけるㄆ定率推⛣と 
居宅介ㆤ支援事業所の受ク意㆑と今後の⪃察 

 
○くろひげケアプランセンター     津田 知子 
ケアプランセンターお⤖び      加⸨ 伸介 
ケアサービスはるかぜ        東㔝 ⳹子 
タイヨウビジネス          松波 奈津子 
ベルアンサンブル介ㆤ相ㄯセンター  㧘㔝 㞝史 

 

【目的】 

堺市の 65歳以上の㧗㱋⪅数は、2017年 9月

末時点で⣙ 23万人となっており、⥲人口に㧗㱋

⪅が占める割合は 27.4%である。 

また、せ介ㆤ➼ㄆ定⪅数も増加し⥆け、2025

年には 6.4万人、ㄆ定率は 28.3㸣になるとぢ㎸

まれている。そのような状況の中、昨今の介ㆤ

支援専㛛員の合格⪅数は大㜰府下において一昨

年度は 2271人、昨年は 312人と制度改定の影㡪

もあり激減している。 

当地域では居宅介ㆤ支援事業所数及び介ㆤ支

援専㛛員の数も横ばいの状態であり、利用⪅受

け持ち人数に制㝈がある現状ではせ支援利用⪅

の受け入れには二の㊊を㋃むことになりかねな

い。今後、当地域でも受け皿のない「介ㆤ㞴民」

の発生懸念されることから、居宅介ㆤ支援事業

所の現状ㄪ査を⾜い、現況と可⬟性を検ウした。 

【方法】 

 令和元年 7月 22日㹼8月 13日、堺市す区( 

以下、当地区㸧の居宅介ㆤ支援事業所に対して

㟁ヰにて㊃旨をㄝ明、ゼ問または FAXでのアン

ケートㄪ査を実施、⤖果の分析を⾜った。 

【⤖果】 

57事業所中、37事業所㸦65㸣㸧から回⟅を得

た。特定事業所㸦Ⅰ㹼Ⅲ㸧においては 20事業所

中、17事業所㸦85㸣㸧、㏻常事業所 37事業所中

20事業所㸦54㸣㸧から回⟅を得た。 

現在、当地区での介ㆤ支援専㛛員一人あたり

の利用⪅数は平均 せ支援 8件、せ介ㆤ 21件で

あり、最大受け持ち可⬟数の 62%であり、全体

としては余力のある状態であるが、事業所毎に

事情は異なっている。最大受け持ち可⬟数の

96㸣を担当している 10年以上の古参の事業所

から 12㸣の 1年未満の㛤業し始めの事業所まで

あった。つまり 2019年 8月時点、アンケートか

らす区地域における介ㆤ支援専㛛員の数は⣙

193名、在宅介ㆤ保㝤サービス利用⪅数の⣙

6,000名に対して、1,600名⛬度の余⿱がある状

況であった。 

しかし、2025年の当地域における介ㆤ保㝤人

口予測と照らし合わせると、2019年の時点で受

け持ち件数に偏りはあるものの充㊊しているが、

2025年、団塊の世代が後期㧗㱋⪅㸦75歳以上㸧

に㐩する㡭には、当地域で活動している介ㆤ支

援専㛛員全員が 100㸣✌働しなければ、介ㆤ㞴

民が発生する可⬟性がある。今後、㏥⫋や㌿勤

➼により介ㆤ支援専㛛員数が減少することがあ

れば、介ㆤ支援専㛛員が不㊊し、介ㆤ㞴民が生

まれてしまうという⤖ㄽに⮳った。 

【⪃察】 

当地域で「今後、介ㆤ㞴民が発生するのでは

ないか」との懸念からㄪ査を㛤始したが、受け

皿としての機⬟は現段㝵では⥔持できている。

当地域の介ㆤ支援専㛛員が担当する利用⪅数は、

全体として余⿱があるものの、今後のせ介ㆤ➼

ㄆ定⪅数の増加、介ㆤ支援専㛛員の成り手が減

少している状況のなか、当地域で介ㆤ支援専㛛

員を増やす為には、処㐝を含め、㨩力ある⫋業

としなければならず、地域の介ㆤニーズにこた

えていくためにも、ケアプランの㉁そのものを

㧗めて、やりがいを感じる事の出来る⫋✀でな

ければならないと⪃える。  

介ㆤ保㝤制度そのものが変㑄していく中で、

⚾たち介ㆤ支援専㛛員が今後どのように対応・

対⟇をㅮじるかを検ウしていくにあたり、今回

のㄪ査で十分な⤖果・⤖ㄽを得たとはゝい㞴い。

市内の一地域のみの検ウではなく、市内全域で

の「地域力」をテーマに具体的な活動に⧅げて

いきたい。 

 

参⪃文献㸸堺市㧗㱋⪅保健⚟祉ィ画・介ㆤ保㝤

事業ィ画㸦平成 30㸦2018㸧㹼32㸦2020㸧

年度㸧 

平成 30年度 ➨ 2回 堺市地域包括 

ケアシステム審㆟会 ㈨料 

平成 30年度 ➨ 3回堺市地域介ㆤ 

サービス㐠営協㆟会 ㈨料 



事例検ウ会を㏻して地域の介ㆤ支援専㛛員実㊶を支援する 

―介ㆤ支援専㛛員が㸶㸮㸳㸮問㢟に対してできること― 

 

大㜰府 㹁㸫㹑㹒㹓㹂㹗 主任介ㆤ支援専㛛員 

〇Ώ㑔和⨾、園㒊いづみ、⏣村‶子、㔝村明⨾、ⶇ⏕あゆみ 
 

【┠ⓗ】 

⚾たちは、大㜰市中央区の主任介ㆤ支援専

㛛員㐃⤡会に参加してきた。 

㐃⤡会では年㛫を㏻して、様々な◊修や事

例検ウ会によってㄢ㢟に取り⤌むことがで

き、意⩏あるά動をすることが出来ている。 

◊修の中で成年後ぢ制度や⢭⚄㞀がいを抱

える利⏝⪅・家族へのアプローチを⪃える

中で、「㸶㸮㸳㸮問㢟」に㛵して介ㆤ支援専

㛛員として、どこまで㛵与する必せがある

のか㸽どこまでできるのか㸽また、つなぎ

先は何処でどうやってつなぐのか㸽そもそ

も「㸶㸮㸳㸮問㢟」として意㆑して実㊶して

いるのか㸽などのㄢ㢟が上がってくるがそ

れぞれを、じっくり῝めていく機会を☜保

することは㞴しい≧ἣにあった。 

そのような中で、主任介ㆤ支援専㛛員の有

志が㞟まり事例検ウ会を❧ち上げ⮬己◊㛑

を⾜うとともに、地域の中の各事業所へフ

ィードバックでき地域づくりのどⅬを持っ

た人材⫱成に寄与したいと取り⤌んだά動

について報告する。 

 

【方ἲ】 

事例検ウ会は、地域の介ㆤ支援専㛛員に「㸶

㸮㸳㸮問㢟」についての事例検ウ会㛤催の

㏻▱を各事業所に㹄㸿㹖し参加を呼びかけ

た。 

A事例についての検ウ会実施。 

11 名の参加⪅、A・B、2 事例の検ウを⾜っ

た。この事例検ウ会は「地域ケア会㆟」とは、

その┠ⓗや方ἲが␗なるものである。参加

⪅は、主任介ㆤ支援専㛛員のみインフォー

マルな⮬己◊㛑で参加は⮬⏤である。 

事例検ウ会では、参加⪅全員が␗なった多

数の㉁問を㔜ね多㠃ⓗなアセスメントを実

施でき、ひとつのケースの中に存在する」

数のㄢ㢟をぢⴠとすことなく῝さと広がり

を持った検ウを心がけ「根拠ある実㊶」を┠

指した。 

A 事例については引き⥆き検ウを⾜い 9 名

の参加があり、前回の事例のその後の報告

と「㸶㸮㸳㸮問㢟」について基本ⓗな⪃えや

制度についての勉強会を⾜った。 

国や⾜政のひきこもり施⟇のリーフレット

を⏝い政⟇の☜ㄆを⾜い斎⸨⎔氏のⴭ書

「ひきこもり救出マニュアル」を⏝いて実

㝿のゎỴ⟇に導くためのポイントを学んだ。 

前回の事例の報告については、検ウ会後、ひ

きこもる当事⪅が体ㄪを崩すアクシデント

があり家族が介入せざる得ない≧ἣとなっ

た。その㝿、介ㆤ支援専㛛員が㸶月に㛤催し

た事例検ウ会で情報整⌮・再アセスメント

のプロセスを㏻して得たㄢ㢟に取り⤌むこ

とを明☜に意㆑し✚極ⓗにかかわった⤖果

を報告した。 



【⤖果】 

「㸶㸮㸳㸮問㢟」を検ウした⤖果「㸶㸮㸳㸮

問㢟」と⛠される問㢟であっても、その⫼景

には⏕ά困❓、⢭⚄⑌患などがあるとゝわ

れているが、この地域に㛵してゝえば⏕ά

Ỉ‽、♫会ⓗ地位が㧗いために♫会から㝸

㞳することで問㢟のⓎぬが㐜れ、῝刻化す

るケースがあることがわかった。 

先にふれた事例でも、ひきこもる本人以外

の家族・ぶ族が医⒪㛵係⪅であるにも㛵わ

らず、ひきこもる本人の≧態を┤どせず✚

極ⓗに改善することを⾜わなかった。 

介ㆤ支援専㛛員⮬㌟もひきこもる当事⪅に

対してⱞ手意㆑があり向き合うことを㑊け

てきた。ひきこもる当事⪅が体ㄪを崩すア

クシデントをきっかけに家族が✚極ⓗに介

入を⾜い、介ㆤ支援専㛛員もひきこもる当

事⪅に声をかけ今後についても῝いヰし合

いを⾜うことができた。その⤖果、家族があ

えてゐれてこなかった「これからⓎ⏕して

いくことが予 される問㢟」について┠を

そむけることなくきちんと問いかけるなど

変化がぢられた。このような変化は、事例検

ウ会を㏻して多㠃ⓗに捉える再アセスメン

トを⾜いㄢ㢟の⫼景にある」数せ因の㛵係

性を⪃慮した上で支援アプローチのά⏝が

できた⤖果とゝえるだろう。これはこの事

例検ウ会が┠指している「根拠ある実㊶」に

つながると⪃えられる。 

【⪃察】 

事例提供⪅以外の参加⪅からも成果がㄒら

れた。その中から㸱Ⅼをあげる。㸯つ┠は、

情報を共有し␲似体㦂していくことで担当

ケースに㛵して「㸶㸮㸳㸮問㢟」に㛵㐃がな

いか意㆑した実㊶ができるようになった。

事例検ウ会を⤒㦂するまでは「子供もぶも

まだⱝい」という捉え方をしていたが「㸳㸮

㸰㸮の時期」であっても放⨨しておくこと

でいずれ「㸶㸮㸳㸮問㢟」にⓎ展するかもと

いう⪃えできるようになった。㸰つ┠は、そ

れぞれの家庭が地域の中で暮らしていく時

にライフステージを⪃慮しながら利⏝⪅⮬

㌟のアセスメントと共に家族全体をアセス

メントしていくどⅬを意㆑するようになっ

た。㸱つ┠は、㐃⥆して事例提供⪅が同じケ

ースを報告、ㄢ㢟提㉳することで同じよう

なケースを担当することになってもクライ

エントとその家族を支えるために地域の中

でチームを形成することを具体ⓗにイメー

ジすることができた。 

これは、事例検ウ会に参加することが単⣧

な␲似体㦂にとどまらず、地域の♫会㈨※

のά⏝方ἲや他㡿域の制度について学ぶ場

になったということである。 

【⤖ㄽ】 

介ㆤ支援専㛛員が担当するクライエントと

その家族、例えば㸶㸮㸳㸮とゝわれている

ㄢ㢟を具体ⓗにどのようにゎỴしていくの

かということは単⊂の介ㆤ支援専㛛員だけ

では地域の♫会㈨※も㝈定ⓗでこれまでの

実㊶では、介入がうまくいかずㄢ㢟ゎỴが

㞴しい場合があった。そのⅬからも今回、報

告したㄢ㢟を↔Ⅼ化した事例検ウ会でひと

つの事例を㐃⥆ⓗに丁寧に検ウすることで

地域の中の㈨※・㐃携の方ἲ「介ㆤ支援専㛛

員はどこまでやるのかという」問㢟のゎỴ

にも寄与できると⪃えている。 

今後、⥅⥆ⓗに↔Ⅼ化したㄢ㢟について検

ウ会を㔜ね新たなㄢ㢟とゎỴἲを明らかに

していきたい。 
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介ㆤ保㝤サービスと㞀がい⚟♴サービスの併⤥について 
㹼事例からぢえてくる問㢟Ⅼ㹼 

 
大㜰府 アミィ介ㆤサービスあべの居宅 主任介ㆤᨭ援専㛛員 

◯⏣中 孝博   小川 ⨾⣖ 
 
┠ⓗ 
『介ㆤ保㝤対㇟⪅で、㞀がい⚟♴サービスを利

⏝される᪉のケアプラン作成に㛵しては、原則と

して、ィ⏬┦ㄯの受⤥はㄆめられず、ケアマネー

ジャーが包括ⓗにᨭ援しなければならない。』 
介ㆤᨭ援専㛛員と、㞀がい⚟♴サービスの┦

ㄯᨭ援専㛛員を兼務しながら働く中で、介ㆤ保

㝤サービスと㞀がい⚟♴サービスの併⤥事例に

↔Ⅼを当てて、そのᨭ援の中で感じた㐩成感だ

けでなく、␲問・問㢟Ⅼも挙げることで、㞀が

いを持つ㧗㱋⪅へのᨭ援にㄡもが✚ᴟⓗに取り

⤌めるような⎔境づくりのきっかけになりた

い。 
 
᪉ἲ 
介ㆤ保㝤サービスと㞀がい⚟♴サービスの併

⤥事例を㏻して、ケアマネージャーが包括ⓗᨭ

援を⾜う上での必せな㞀がいに対する▱㆑など

をピックアップし、併せて問㢟Ⅼも᫂らかにす

る。 
 

事例 
事例①Aさんのケース 
79ṓ女性。⬻᱾塞による右∦㯞⑷。せ介ㆤ

5。㌟体㞀がい⪅手帳 1✀ 1⣭。⊂居。⬻᱾塞を
Ⓨ⑕後、一᫬ᮇ᪋タに入所していたが、ᮏ人の

強い希ᮃで在宅復帰。住宅ᨵ修し、在宅⏕άを

再㛤。当初はまだ多少体が動き、介ㆤ保㝤だけ

で㈥えていたが、徐々に⾶えがぢられ、介ㆤ保

㝤サービスだけでは在宅⏕άを⥅⥆する上での

サービス㔞が不㊊してしまい、㞀がい⚟♴サー

ビスの併⤥を⾜うことになった㸦区分 6㸧。 
⇒『᭱ᮇまで在宅⏕άを⥆けたい。』という A

さんのẼ持ちをỮみ、ヘルパーについてはほと

んどを㞀がい⚟♴サービスに回して、デイサー

ビスや⚟♴⏝具、ゼ問リハビリなどで介ㆤ保㝤

を᭱大㝈ά⏝した。 
問㢟Ⅼ及びὀ意Ⅼ㸸ケアマネージャーにとっ

ての労力としては、㞀がい⚟♴サービス⏦ㄳ手

⥆きに加え、㞀がい⚟♴サービスのセルフプラ

ンの提出が必せとなる。その㝿、ヘルパーの利

⏝㔞のィ⟬᪉ἲが介ㆤ保㝤と␗なり、単位ᩘィ

⟬ではなく、᫬㛫ᩘィ⟬となり、さらに介ㆤと

㞀がいのヘルパー᫬㛫ᩘの⥲ィが㞀がい⚟♴サ

ービスの区分ㄆ定に応じたᨭ⤥㝈度内に収まる

ようィ⟬しなければならない。 
␲問Ⅼ㸸㠀常に手厚いᨭ援のケースだった

が、あくまで㞀がい⪅手帳を持っていたためで

あり、ぢ᪉を変えると、㞀がい⪅手帳を持って

いない᪉は、こういったᨭ援を受けることがで

きないということである。これは一✀の不公平

を⏕みださないか㸽 
 事例②Bさんのケース 
 71ṓ⏨性。⊂居。せᨭ援 1。どぬ㞀害㸦1✀ 1
⣭㸧を持ち、ガイドヘルパーの利⏝と家事サー

ビスの増回を希ᮃ。㸦区分 2㸧 
 ⇒同⾜援ㆤの⏦ㄳと、家事ᨭ援の増回をため

に㞀がい⚟♴サービスの⏦ㄳを⾜った。同⾜援

ㆤについては、どぬ㞀害専㛛の事ᴗ所を㑅定

し、⤂介した。 
問㢟Ⅼ及びὀ意Ⅼ㸸同⾜援ㆤについては、⪺

き取りㄪᰝのみで受⤥可⬟だが、家事援助につ

いては㞀がい⚟♴サービスの⏦ㄳが必せ。も

し、ケアマネージャーにその同⾜援ㆤに対する

▱㆑がない場合、提᱌⮬体が㞴しい。 
␲問Ⅼ㸸65ṓ以上の㞀☀⪅に㛵しては、┦ㄯ

ᨭ援専㛛員の併⤥が基ᮏⓗにできない。介ㆤ予

㜵プランのため、報㓘が少ないにも㛵わらず、

ケアマネージャーの労力が大きい。 
 事例③Cさんのケース 
 60ṓ女性。せ介ㆤ㸳。ALSを患い、同居の夫
が⊩㌟ⓗな介ㆤをしてきたが、急㏿に≧態が悪

化し、手㊊の力が入らなくなり、夫も常᫬の介

ㆤにより⭜を③め介ㆤ力が低下してきたため、

㞀がい⚟♴サービスを⏦ㄳ㸦区分 6㸧。㏆くに子
供家᪘も住んでおり、いざというときのᨭ援は

ぢ㎸める。 
 ⇒㞀がい⚟♴サービスの⏦ㄳ前㸸㞀害年㔠の

⏦ㄳを提᱌を⾜い、ご家᪘の手⥆きにより受⤥

できるようになられた。また、当᫬は≉Ṧ寝台

の㈚与をしていなかったが、᳔子から㌴いすへ

の⛣乗のために⛣乗ボードを必せとされたが、



≉Ṧ寝台付属品であるという⌮⏤でレンタルで

きなかった。しかし、㞀がい⪅ᨭ援の⚟♴⏝具

⤥付制度にて⤥付が可⬟となった。 
問㢟Ⅼ及びὀ意Ⅼ㸸㞀がい⚟♴サービスの併

⤥だけでなく、㞀害年㔠や⚟♴⏝具のᨭ⤥な

ど、介ㆤ保㝤で㈥えなかったᨭ援を提᱌し、つ

なげることができた。 
 事例④Dさんのケース 
 51ṓ⏨性。⬻᱾塞後㑇⑕による⫥体不⮬⏤㸦2
✀ 6⣭㸧。せᨭ援 2。まだ年㱋ⓗにもⱝく、可⬟な
㝈り就労したい。 
 ⇒リハビリ型デイサービスとゼ問リハビリ㸦ゝ

ㄒ⫈ぬ士㸧の介ㆤ保㝤サービスを利⏝しながら、

就労・⏕άᨭ援センターを⤂介し、同᫬に就労ᨭ

援利⏝のために㞀がい⚟♴サービスの⏦ㄳを⾜

った。 
 問㢟Ⅼ及びὀ意Ⅼ㸸就労ᨭ援という㞀がい⚟♴

サービス≉᭷のサービスなので、それに対する▱

㆑を᭷するケアマネージャーが少ない。▱㆑がな

い場合は、┦ㄯᨭ援専㛛員の併⤥がㄆめられる可

⬟性が㧗い。しかし、担当するケアマネージャー

が┦ㄯᨭ援専㛛員の㈨᱁を᭷している場合、その

▱㆑を᭷しているとみなされ、┦ㄯᨭ援専㛛員の

併⤥がㄆめられない。 
␲問Ⅼ㸸このケースの場合、就労ᨭ援の手⥆き

➼についてもケアマネージャーが一人ですべて

に対応しなければならず、しかも予㜵居宅介ㆤᨭ

援の報㓘のみとなる。受ㅮᩱをᨭ払い、᫬㛫を㈝

やして┦ㄯᨭ援専㛛員という㈨᱁を取ることに

より、報㓘なしで仕事㔞が増えるという事態を招

いてしまっている。 
事例⑤Eさんのケース 
67ṓ⏨性。⬻性㯞⑷による体幹ᶵ⬟㞀害㸦1✀

2⣭㸧、▱ⓗ㞀害㸦B2㸧。せᨭ援 2。兄と同居。ẖ
᪥作ᴗ所㸦就労ᨭ援 B型㸧に㏻い、᫬々⛣動ᨭ援
を利⏝。Ṍき出すとそれなりの㊥㞳をṌけるが、

⊃い場所での᪉向㌿換などがⱞ手。とにかく今の

⏕άを変えたくない。 
⇒64 ṓの᫬に┦ㄯᨭ援専㛛員としてᨭ援㛤始。

65ṓになるときにせ介ㆤㄆ定を受けたが、介ㆤ保
㝤サービスは使うことなく作ᴗ所と⛣動ᨭ援の

み利⏝だったため、しばらく┦ㄯᨭ援専㛛員とし

てᨭ援を⥅⥆した。67ṓの᫬に、⛣動がさらに不
安定となり、Ṍ⾜器のレンタルを希ᮃされ、介ㆤ

保㝤サービスの利⏝を㛤始した。作ᴗ所の利⏝は

⥅⥆で、㞀がい⚟♴サービスとの併⤥である。 
問㢟Ⅼ及びὀ意Ⅼ㸸65ṓ問㢟が≉にΰ乱もなく

スムーズにゎỴできた事例と思われる。作ᴗ所に

ついては、ィ⏬┦ㄯがなくなり、セルフプランに

なってしまったが。 

 
⪃察 
・65ṓになるとき、急に介ㆤ保㝤のみとなりま
すから。と役所にゝわれる。ケアマネが急にき

て、᫬㛫ではなく単位です㸟とㄝ᫂されても⌮

ゎできない。ケアマネも前の制度㸦㞀がい⚟♴

サービス㸧をあまり分かっていないから、余ィ

にわからない。 
・利⏝⪅としてのどⅬ㸸㞀がい⪅手帳を持ってい

る人は、必せに応じて、㞀がい⚟♴サービスの併

⤥が可⬟となるが、同⛬度の ADL にも拘らず㞀
がい⪅手帳を持っていない人は、㞀がい⚟♴サー

ビスの併⤥ができない。不公平ではないか㸽 
ケアマネージャーとしてのどⅬ㸸ケアマネとして、

担当利⏝⪅に対しては介ㆤ保㝤制度の居宅介ㆤ

ᨭ援だけのᨭ援しかイメージになく、㞀がいのあ

る᪉、㞴⑓➼を᭷する᪉㸻┦ㄯᨭ援専㛛員や㞀害

サービス提供事ᴗ⪅、ゼ問┳ㆤや医⒪┦ㄯ員に、

専㛛ⓗなᨭ援を⾜っていただくものというゎ㔘・

⌮ゎ。⮬❧ᨭ援⤥付を受けるための、ᨭ⤥Ỵ定手

⥆きに㛵して、併⤥サービスであれば、㞀がいサ

ービス・ケアマネジメントᩱが出ないことが、余

分な仕事と⪃えてしまっているのではないかと

思ってしまう。 
┦ㄯᨭ援専㛛員を兼務するケアマネージャーと

してのどⅬ㸸ィ⏬┦ㄯᴗ務として他にもᵝ々な利

⏝⪅にかかわってきているので、そこで培った⤒

㦂や▱㆑、人⬦を使い、㞀がいを持った㧗㱋⪅へ

のᨭ援にも⮑することなく取り⤌める。しかし、

介ㆤ・㞀がいに対してどちらにも対応できるよう

二つの㈨᱁を取得しているにも㛵わらず、そこに

対する報㓘対価が一切ない。 
 
⤖ㄽ 
・㞀害を持った㧗㱋⪅に対するᨭ援において、㞀

がい⚟♴に㛵する▱㆑は必㡲であり、ケアマネー

ジャーはその▱㆑を得る努力が必せである。 
・┦ㄯᨭ援専㛛員の㈨᱁を取得し、┦ㄯᨭ援事ᴗ

所としての指定を受けることができるのならば、

まだまだ不㊊している┦ㄯᨭ援事ᴗ所の助けと

もなり、㢧在化してきている 65ṓ問㢟、8050問
㢟などのゎỴに向けた᪉向になりうると⪃えら

れる。 
・㞀がい⪅手帳の᭷↓による不公平、ケアマネの

㈇担増大というⅬについては、⾜ᨻによるᨵ善が

必せとなるが、そのためには、⚾たちケアマネー

ジャーが常に⾜ᨻに向けて声を上げ⥆けるしか

ない。 



㣗支援とはその人らしさを支援すること 
地域に必せな㣗支援とは 
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【┠ⓗ】 
「㣗べることは好きですか。」 
㣗事とは、⚾たちの⏕άから切り㞳せないもの

である。それは✵⭡を‶たすためだけではな

い。人はそれぞれ㣗事に対してᵝ々な思いがあ

り、㣗事はその人のṔ史や文化まで反ᫎする。

そんな㣗事は⏕άの中のᴦしみの一つでもあ

る。だからこそ㣗べる事が好きな人には᭱後ま

で㣗べることを好きであってḧしいし、᭱後ま

で㣗べたいものをおいしいと感じてḧしいと⪃

える。きっかけは、ケアマネジャーとして支援

している中で㣗べたい≀を㣗べられずⱞしむ人

やその家᪘に出会い、支援した事に始まる。そ

の支援では、㣗事のおかげで㌟体ⓗに健康にな

っただけではなく⢭⚄ⓗにも健康になり、⏕ά

を支える⏕きがいへと⧅がった。そのような㣗

支援ができたことをもっと広く啓Ⓨする必せが

あると感じ、地域で多⫋✀㐃携促㐍のために㛤

催している勉強会で事例の⤂介とウㄽ会を実᪋

した。 
 倫⌮ⓗ㓄慮としてⓎ⾲にあたり、事例᳨ウ会

参加⪅や事例内容の当事⪅個人が≉定されない

ように㓄慮している。 
【事例⤂介】 
事例 1.予㜵のアプローチ 
80代⏨性 せ介ㆤ度㸸せ支援 1 
⑌患㸸⢾尿⑓、両変形性⭸㛵⠇⑕ 
⏕ά⎔境㸸せ介ㆤ 3の妻を介ㆤしながら慣れな
い家事全⯡を担っている。≉に妻を介ㆤするま

でㄪ⌮をしたことがなかった。60代で⢾尿⑓を
Ⓨ⑕し 4回/᪥のインシュリンを⾜っている。 
㓄㣗サービスを依㢗するが意向に合わず、2回事
ᴗ所を変᭦したところで中Ṇとなる。惣⳯を㉎

入する᪥々が⥆く。 
主ッ㸸㣗べると⾑⢾値が㧗くなる。㣗べないと

⾑⢾値が低くなる。何を㣗べればいいのか分か

らず、㣗事がⱞ③になっている。 
そこで⚾は、ᮏ人と㣗事についての対ヰを⧞り

㏉しⱞ③に感じている原因を一⥴に⪃えた。ᮏ

᮶㣗事はᴦしいものなので、ⱞ③にならないᴦ

しい⟶⌮をしてみようとヰした。 
⟶⌮ᰤ㣴士による指導を㛤始し、⾑ᾮ᳨ᰝ⤖

ᯝに改善がぢられたところで⟶⌮ᰤ㣴士と一⥴

にㄪ⌮を㛤始した。ㄪ⌮から㞳れていたせ介ㆤ 3
の妻も手伝うようになり、一⥴にㄪ⌮をするよ

うになった。 
⤖ᯝ㸸 
支援㛤始半年後 ⾑⢾値 300㎎/dl以上→100㎎
/dl台へ 
支援㛤始 1年後 HbA1c9.7㸣→8㸣へ 
感想㸸制㝈をされるのだろうと思っていたら、

㏫に㣗べ≀を勧められた。⮬分でもできるㄪ⌮

方ἲを教えてくれたので、妻がㄪ⌮を再㛤する

事ができた。 
事例 2.家᪘へのアプローチ 
80代⏨性 せ介ㆤ度㸸せ介ㆤ 5 
⑌患㸸㙐㦵㦵折、ㄗ嚥性⫵⅖ 
4か᭶入㝔し、⫶⒦㐀タを拒否しᮎᲈ㟼⬦ᰤ㣴の
みで⮬宅㏥㝔。 
⏕ά⎔境㸸娘家᪘と妻と同居。介ㆤされる⎔境

は整っていた。 
入㝔先の⑓㝔では⤒口摂取を⚗Ṇされていた

が、家᪘が㠃会᫬にこっそりプリンやゼリーを

㣗べさせていた。㏥㝔᫬も⤒口摂取は中Ṇのま

まで、嚥下ホ価は⾜われなかった。 
在宅では⟶⌮ᰤ㣴士、在宅医、ṑ⛉医、ゼ問┳

ㆤ、PT、ST、⚟♴⏝具㈚与、ゼ問入ᾎがそれぞ
れの❧場から協働し、ᮎᲈ㟼⬦ᰤ㣴と並⾜で⤒

口摂取をẁ㝵ⓗに㐍めた。 
主ッ㸸妻が作った料⌮を㣗べたい。 
᪥に᪥に変わる≧態について、多⫋✀㛫で情報

共᭷を徹底し、その㒔度不安や希ᮃを☜ㄆし

た。嚥下ホ価の必せ性やリスクについて専㛛⫋

が家᪘にㄝ᫂を⾜ったあと、家᪘の⌮ゎの☜ㄆ

など丁寧におこなった。㣗べたいと思う㣗事の

思い出も⫈いた。 
⤖ᯝ㸸4か᭶後にはⅬ⁲を抜去。⤒口摂取のみと
なる。 
【⤖ᯝ】 
上グの事例を⏝いた᳨ウ会⤊了後、参加⪅の



中からもっと῝く内容を▱りたい、⮬分たちの

事ᴗ所にも伝えて、ά動につなげたいとの声が

上がった。そしてその事ᴗ所に㉱き、個別に勉

強会を㛤催した。そのことがきっかけで、その

事ᴗ所では新たに㣗支援のプロジェクトが❧ち

上がり、地域で支援ά動ができるように取り⤌

みが㛤始された。 
【⪃察】 
ケアマネジメントにおける㣗支援の㔜せ性は

ㄡもが⌮ゎしやすいものである。≉に今回の᳨

ウ会では、ẚ㍑ⓗ㣗支援を必せとされやすい⑌

患を事例に挙げたことで、参加⪅も事例を想定

しやすかったのではないだろうか。この勉強会

では㣗事を口から㣗べることができ、カロリー

を摂取するだけに⤊わらない支援、つまりᮏ

人、家᪘の㣗事に対する想いや価値ほ、人⏕の

Ṕ史を大切にしながらの支援ができたことを伝

えられた。そのことに共感を得られたからこ

そ、ḟのά動に⧚がったのである。しかし㣗支

援は㞴⑓患⪅や嚥下ᶵ⬟が低下した㧗㱋⪅だけ

でなく、ほとんどの㧗㱋⪅に必せな支援である

にも㛵わらず、まだまだ地域では㣗支援へのア

プローチは㞴しい。 
その⌮⏤は、⟶⌮ᰤ㣴士による指導がどのよ

うなもので、どれほどの効ᯝがあるのか、その

ㄆ㆑が専㛛⫋の㛫でも十分にはᾐ㏱していない

のではないかと⪃えられる。どんな人にᰤ㣴指

導が必せなのか、⑌患ごとのὀ意Ⅼなど㣗支援

に㛵する情報は、まだぢ㐣ごされがちになって

いるのではないだろうか。 
㧗㱋⪅やその家᪘にとって㣗事はẖ᪥ 3回も
あり、㣗事回数が⥔持できていれば「㣗」が‶

たされていると感じてしまう。それが᪥常であ

るため、ᰤ㣴が不㊊しているかどうかまでは思

いが⮳らない。 
しかしリハビリを⾜うにしても、ᰤ㣴を摂ら

ずには➽力も体力も㌟につかない。㣗事は、ま

ず何よりも先になくてはならないものなのだ。

その㣗支援を地域に広め、実㊶していくために

必せなものは何か。まずは「㣗」を㏻した対ヰ

ではないだろうか。㣗事は単なるᰤ㣴であるだ

けでなく、人にとって⏕きる喜びや力となるか

らである。 
【⤖ㄽ】 
当↛のことだが、⚾たちの体は㣗べたもので

できている。そして何より忘れてはならないこ

とは、㣗事で人は元Ẽになれる、ということで

ある。 
今回、地域で㣗支援について広めるά動を⾜

ったことで多くの参加⪅が⯆味を持ち新たな事

ᴗも㛤始されたということは、ㄡもが㣗につい

ての㔜せ性を感じているという事である。それ

と同᫬に、㣗へのアプローチが少なく実㝿の取

り⤌みは多くはないことの⌧れでもある。これ

からさらに㣗支援を広めるためにはᮏ᮶の㣗の

ᴦしさ、喜びを伝え、対ヰを῝めていくことが

大切となる。好きなものが㣗べられて、なおか

つ健康になれるのであればもっと取り⤌みやす

いと思えるものになるはずである。また、ゼ問

だけで⾜うのではなく、㏻所⣔のサービスでも

㣗支援はできる。そうやって㣗支援の意㆑を持

った担い手を増やすためにも対ヰを広げていき

たい。「その人らしさ」を⌮ゎした専㛛⫋だから

提供できる、㣗支援の可⬟性と方ἲを᳨ウして

いくことは、ḟの᫬代をぢ据えた地域包括ケア

へと⮬ずと⧚がっていくのではないだろうか。 
そのことを心に␃めながら、今後も㣗支援の

⣲ᬕらしさを伝えるά動を⥆けていく。 
 



ケアマネージャーのネットワークから 
地域への小さなⓎ信 

大㜰市 
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【はじめに】⚾たちがά動する地域に専㛛⫋た

ちとἲ人・⾜政・⏫会が協力し合う、コミュニ

ティカフェ㸦以下カフェ㸧が増えているが、も

っと小さなエリアでカフェά動を⾜うことで地

域の強み・弱みを▱り、何らかの協力・援助が

出᮶る体制づくり、またこの取り⤌みのἼ⣠が

広がることで安心できる『まちづくり』となる

のではないかと⪃えた。 
【┠ⓗ】地域の参加⪅のニーズを探り、それに

応じた᪂たな価値をぢつけ、『おたがいさま』の

ほⅬから共に⪃え実⾜できると⪃えた。また、

同じ⏫に⏕ά・仕事する『ひと』として『ぬく

もりのある住みよいまち』づくりに意図ⓗに参

加することで地域力の強化となる事を┠ⓗとし

た。 
【対㇟と᪉ἲ】①対㇟⪅㸸㏆㞄住Ẹ㸦⯆味を持

った᪉々㸧、②・協力⪅㸸専㛛⫋ 
【取り⤌み内容】喫Ⲕ店というㄡもが入りやす

い場所で店⯒営ᴗ᫬㛫外・定休᪥をά⏝し対㇟

⪅が⮬⏤に参加する形式をとった。㛤催᫬には

参加⪅それぞれにインタビューを⾜った。イン

タビュー内容については①⮬㌟の仕事や役割、

②仕事や役割を担っている᫬の悩みや㞀害、③

役割をᯝたした᫬の⤖ᯝやご〔⨾、の㸱㡯┠と

した。インタビュー内容に応じてḟ回㛤催᫬に

ヰ㢟提供➼を⾜った。 
このカフェά動の名⛠を『まったりカフェ』と

し、᫖年㸯年㛫で合ィ㸵回のカフェά動をおこ

なった。      
【ㄝ᫂と同意】参加⪅㸦参加⪅家᪘も含む㸧、協

力⪅には事前に介ㆤ支援専㛛員協会◊✲大会に

Ⓨ⾲すること、プライバシーの㓄慮については

個人が≉定できないようにすることを口㢌とᩥ

᭩で伝え同意を得ている。 
【⤖ᯝ】 
㸦参加⪅インタビュー㸧①「⮬㌟の仕事や役

割」については「㊃味教室や地域でのお世ヰ

役」「家事・家᪘の手伝い」②「仕事や役割を担

っている᫬の悩みや㞀害」では「実⾜しなけれ

ばならないはずの内容を忘れてしまった」「他の

⏝事を優先し出᮶なかった」「▷᫬㛫しか作ᴗ出

᮶なかった」③「役割をᯝたした᫬の⤖ᯝやご

〔⨾」については「他⪅からのⰋいホ価や感ㅰ

のゝⴥがほしい」「いつまでもⱝ々しいと思って

もらいたい」「ᴦしんでいる実感を持ち⥆けた

い」「助け合える友人▱人の存在」「交ὶの場で

の役割を持ちたい」「少しの報㓘がほしい」➼

ᵝ々な意ぢが出た。 
㸦協力⪅によるアイデアの抽出㸧「カフェが提᱌

できる商品㸦サービス㸧」では、「㣗卓を囲む」

「大広㛫㸦リビング㸧」「健康教室」「␗世代・多

ᩥ化交ὶ」「ᮏのᮁㄞ」「制度のㄝ᫂会㸦医⒪、

介ㆤ、成年後ぢ人制度、⹢待㸧」「㜵⅏カ⦎」「ペ

ットシッター(散Ṍ)」などᵝ々な意ぢがでた。 
【⪃察】市・区での大きなᯟ⤌みではなく、小

さな地域㸦例㸸○丁┠○␒地㸧こそ、参加⪅と

協力⪅との意ぢ交換や、᪂たな提᱌ができる場

や仕⤌みが必せである。今回のインタビューは

カフェ㛤催᫬にẖ回、参加⪅に⪺き取ってḟ回

カフェでのヰ㢟提供と実㊶を⾜った。 
当初は参加⪅であった᪉が回ᩘを㔜ねるごとに

協力⪅となり、協力⪅であった専㛛⫋が参加⪅

となりお互いに持ちつ持たれつ『おたがいさ

ま』の㛵係となってきた。地域のニーズを基

に、それぞれの⪃えた価値を伝え可⬟性をぢつ

け、実⌧へ向けて取り⤌むことが小さなカフェ

には≉に必せ᮲件だと感じた。 
【⤖ㄽ】㸯年⛬度のά動を振り㏉ると、改善す

べきⅬは多々ある。①㛤催᪥の定╔、②役割分

担、③ヰ㢟提供の内容、④参加⪅・協力⪅の増

員㸦᱌内も含む㸧、⑤㛤催場所へのㅰ㔠、などが

あげられる。古きⰋき᫬代の⦕側、ᵝ々な情報

やヰ㢟のある井戸➃会㆟にㄡでも参加できる場

所を┠指すとともに、地域からのⓎ信を⾜って

いく。また、⌧在、協力⪅として参加している

専㛛⫋たちがそれぞれの地域で、このようなά

動の㍯を広げていくことであろう。小さなἼ⣠

が広がるとともに、大きな㍯となることをᮇ待

したい。 
 
 
 
 


